
1999年 出上の木簡

青
森
。十
三
湊

遺
跡

１
　
所
在
地
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軽
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十
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調
査
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間
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七
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調
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七
年

（平
９
）
八
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
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浦
村
教
育
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員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
榊
原
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高

５
　
遺
跡
の
種
類
　
港
湾

。
集
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跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
三
一世
紀
―

一
五
世
紀
中
頃

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

十
三
湊
遺
跡
は
本
州
の
最
北
端
、
青
森
県
の
日
本
海
側
に
面
し
た
十
三
湖
西

側
の
半
島
状
に
伸
び
た
砂
丘

一
帯
に
位
置
す
る
。
遺
跡
の
規
模
は
南
北
約

一
。

五
血
、
東
西
が
最
大
で
五
〇
〇

ｍ
を
有
す
る
。
十
三
湖
周
辺
は
、

津
軽
平
野
を
維
断
し
て
流
れ
る

一
級
河
川

・
岩
木
川
の
河
口
に

位
置
し
、
古
く
か
ら
岩
木
川
流

域
を
通
じ
て
結
ば
れ
た
内
陸
部

め

と
の
交
易
流
通
の
拠
点
で
あ
っ

　ヽ
た
。
ま
た
、
十
三
湊
が
繁
栄
を

刻

極
め
た
中
世
に
は
、
在
地
の
豪

族
、
安
藤
氏
が
台
頭
し
、
日
本
国
家
の
北
の
境
界
地
と
し
て
、
ま
た
環
日
本
海

交
易
の
中
で
蝦
夷
が
島

（北
海
道
）
と
の
北
方
交
易
の
拠
点
と
し
て
、
十
三
湊

を
支
配
し
た
。

一
九
九

一
年
―
九
三
年
に
か
け
て
行
な
っ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
調
査

に
よ
っ
て
、
中
世
の
十
三
湊
を
大
規
模
な
港
湾
都
市
遺
跡
と
し
て
捉
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
明
治
期
の
地
籍
図
や
戦
後
撮
影
さ
れ
た
航
空
写
真
の

判
読
を
通
じ
て
、
領
主

・
家
臣
屋
敷
、
町
屋
、
及
び
港
湾
部
な
ど
、
都
市
全
外

の
復
原
案
を
提
示
で
き
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
復
原
案
を
も
と
に
九
四
年
か

ら
地
元
市
浦
村
教
育
委
員
会
が
、
九
二
年
か
ら
青
森
県
教
育
委
員
会
が
、
そ
れ

ぞ
れ
十
三
湊
遺
跡
の
学
術
調
査
を
進
め
て
い
る
。

本
調
査
は
推
定
さ
れ
た
領
主
館
の
確
認
調
査
で
あ
る
。
検
出
さ
れ
た
中
世
遺

構
を
見
る
と
、
屋
敷
割
り
の
区
画
溝
の
中
に
、
掘
立
柱
建
物

・
井
戸

・
竪
穴
遺

構

・
集
石
遺
構

・
土
抗

（土
壊
墓
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
も
含
む
）
な
ど
が
見
ら

れ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
二
六
基
の
井
戸
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
所
が
頻
繁
に
居
住
空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
う
ち
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
二
か
ら
今
回
報
告
す
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｅ

〇
二
か
ら
は
、
井
戸
枠
内
に
廃
棄
さ
れ
た
集
石
中
か
ら
数
十
点
ほ
ど
の
京
都
系

か
わ
ら
け

（
一
五
世
紀
中
頃
）
が
、
さ
ら
に
下
層
か
ら
は
多
量
の
白
木
の
箸
が

出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
日
本
で
は
非
常
に
珍
し
く
、
京
都
の
か
わ
ら
け

文
化
を
真
似
た
宴
会
儀
礼
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
木
簡

は
、
井
戸
枠
の
部
材
と
し
て
利
用
さ
れ
た
薄
い
縦
板
材
に
、
文
字
が
記
さ
れ
て



い
た
も
の
で
、
木
簡
を
二
次
的
に
丼
戸
枠
に
転
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「之
身
□
候

事
と
申
と
て
候

（花
押
）

（
導

じ

×

含
窓

）
×
卜
　
ｏ
常

わ
ず
か
に
湾
曲
す
る
薄
い
板
材
の
内
側
に
墨
書
が
あ
る
。
材
の
上
半
か
ら
中

央
に
か
け
て
墨
書
が
あ
る
。
材
の
上
端
と
右
側
面
は
削
ら
れ
た
痕
跡
を
残
す
が
、

左
側
面
と
下
端
は
破
損
し
て
い
る
。
断
片
な
の
で
文
意
は
明
確
で
な
い
が
、
二

行
目
の
文
末
に
花
押
と
思
し
き
墨
痕
が
あ
り
、
書
状
様
の
木
簡
か
と
考
え
ら
れ

る
。　
一
行
日
の
三
文
字
目
は

「た
」
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
な
ら
ば

「□

候
」
は

「た
り
」
と
な
ろ
う
。
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